
府中町地域公共交通計画の改訂について

議題2



１．基本的な考え方・改訂イメ－ジ



計画改訂にあたっての基本的な考え方

計画全体について

①現状分析や課題整理などについては、現計画からの状況変化を踏まえて時点修正。

②基本方針や施策体系などについては基本的に現計画で設定したものを維持するが、
情勢の変化等を踏まえて必要なものについては適宜見直し。

③地域公共交通の活性化及び再生に関する法律改正に基づく地域公共交通計画の趣
旨を踏まえ、記載が必要な項目について追加。

④現計画は令和7年度までの計画期間であったが、新型コロナウィルス感染症の影響を
鑑み、目標値・計画期間の見直し。

個別の項目について

●評価指標について

・必要に応じてデータ取得方法や目標値を見直しつつ、国土交通省の計画作成の手引き
に示される標準指標を追加。

●施策展開について

・現計画策定後の取り組み状況を踏まえ、必要に応じてメニューの追加や見直しを図る。
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計画改訂イメージ 4

・第1章 計画の概要

・第2章 府中町の概況と上位・関連計画

・第3章 地域公共交通の現状

・第4章 地域公共交通の利用実態・ニーズ把握

・第5章 地域公共交通の役割と課題の整理

・第6章 基本方針と計画の目標

・第7章 目標達成のための施策

地域公共交通計画について
追記

府中町地域公共交通網形成計画（令和元年１１月）

計画改訂のため今回未実施
前回分を付属資料として掲載

今回の議論

改訂内容（案）

時点修正などが中心のため
2月の素案の際に提示

データの時点更新

データの時点更新
うぐいす号追記 等

現計画からの改訂イメージ



計画改訂経緯 5

現計画からの改訂イメージ

・平成30年2月 「府中町公共交通協議会」発足

・令和元年11月 「府中町地域公共交通網形成計画」を協議会で議論の末作成
計画期間(令和元年度～令和7年度）

・令和2年6月 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が改正され、
地域公共交通計画の策定が努力義務化

・令和4年10月 「デマンドタクシーうぐいす号」運行開始(フィーダー補助金)

➡令和6年6月までに地域公共交通計画にフィーダー補助金
の補助系統を位置付けることが補助金の補助要件となった

・令和5年6月 「府中町地域公共交通計画」改訂作業開始

・令和5年12月20日 「第12回府中町公共交通協議会」計画改訂の中間報告

・令和6年2月中旬 「府中町地域公共交通計画(素案)」協議会で審議予定



２．評価指標及び目標値(第6章)について



目標 評価指標 使用データ
計画策定時

R5評価
現況値(R1) 目標値(R7)

目標1：
誰もが「おでか
け」しやすい地
域公共交通

市街化区域内の公共交通不便
地域等における人口割合

国勢調査
人口データ

1.5％ 0％ 0％

地域公共交通の利用しやすさ
に対する満足度

住民アンケート調査 72％ 75％
評価なし

(R7実施予定)

65歳以上で週に3日以上外出
する人の割合

住民アンケート調査 74％ 80％
評価なし

(R7実施予定)

目標2：
まちの賑わいと
活力を促す地域
公共交通

向洋駅と天神川駅の乗車人員 JRデータ 22,435人/日 24,000人/日 16,961人/日

交通結節拠点におけるつばき
バスの乗降割合

府中町データ 34％ 39％ 37.7％

路線バスの定時性に不満を
持っている利用者の割合

住民アンケート調査 31％ 28％
評価なし

(R7実施予定)

目標3：
みんなで支え、
未来につなぐ地
域公共交通

つばきバスの年間利用者数 府中町データ 185,471人 200,000人 122,217人

通勤・通学で地域公共交通を利
用する人の割合

住民アンケート調査 34％ 38％
評価なし

(R7実施予定)

つばきバスの年間収支率 府中町データ 28％ 40％ 22.5％

２．評価指標及び目標値について

地域公共交通網形成計画における評価指標とR5評価
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目標 評価指標 使用データ
計画策定時

R5評価
現況値(R1) 目標値(R7)

目標1：

誰もが「おでか

け」しやすい地域

公共交通

市街化区域内の公共交通不便

地域等における人口割合

国勢調査

人口データ
1.5％ 0％ 0％

地域公共交通の利用しやすさに

対する満足度

住民アンケート

調査
72％ 75％

評価なし

(R7実施予定)

65歳以上で週に3日以上外出

する人の割合

住民アンケート

調査
74％ 80％

評価なし

(R7実施予定)

目標2：

まちの賑わいと

活力を促す地域

公共交通

向洋駅と天神川駅の乗車人員 JRデータ 22,435人/日 24,000人/日 16,961人/日

交通結節拠点におけるつばきバ

スの乗降割合
府中町データ 34％ 39％ 37.7％

路線バスの定時性に不満を持っ

ている利用者の割合

住民アンケート

調査
31％ 28％

評価なし

(R7実施予定)

目標3：

みんなで支え、

未来につなぐ地

域公共交通

つばきバスの年間利用者数 府中町データ 185,471人 200,000人 122,217人

通勤・通学で地域公共交通を利

用する人の割合

住民アンケート

調査
34％ 38％

評価なし

(R7実施予定)

つばきバスの年間収支率 府中町データ 28％ 40％ 22.5％

・現計画における評価指標をベースに、今回のR5評価結果を踏まえて適宜見直し

・国土交通省「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（R5.10月改訂）」における標準指標を追加

・計画期間を令和6年度からの5年間とし、令和７年度に中間評価、令和10年度に最終評価を実施

２．評価指標及び目標値について

③路線バス、うぐい
す号の利用者数を
追加

計画改訂にあたっての評価指標設定について

評価指標・目標値の見直し方針（案）

②目標値設定の見
直し

④うぐいす号の収
支を追加

⑤公的資金投入額
を追加
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①指標の削除



目標１－① 市街化区域内の公共交通不便地域等における人口割合 指標削除

◇改訂案
＜考え方＞
・現計画で掲げた同目標を達成するために、協議会で議論のうえ、うぐいす号を導入した。それにより目標値を概
ね達成できたため、改訂後の目標としては設定しない。

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

市街化区域内の公共交通
不便地域等における人口
割合

ー
住 民 基 本 台 帳
データ

1.5％ 0％ ー ー 随時

２．評価指標及び目標値について 9

目標１－② 地域公共交通の利用しやすさに対する満足度

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

地域公共交通の利用しや
すさに対する満足度

ー
住民アンケート
調査

72％ 75％ 評価なし 75％
中間(R7)
最終(R10)

◇改訂案
＜考え方＞
・アンケート未実施のため目標値は現計画と同水準とする。

データ更新



評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

65歳以上で週に3日以上
外出する人の割合

ー
住民アンケート
調査

74％ 80％ 評価なし 80％
中間(R7)
最終(R10)

データ更新

２．評価指標及び目標値について 10

データ更新
目標２－① 向洋駅と天神川駅の乗車人員

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

向洋駅と天神川駅の乗車
人員

標準指標① JRデータ
22,435人/日
(H29時点)

24,000人/日
16,961人/日

（R3時点）
19,000人/日 毎年

◇改訂案
＜考え方＞
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえ、コロナ前（R1）の9割の水準を目標とする。
＜算出方法＞
・令和元年度乗車人数：10,345人（向洋駅）＋10,551人（天神川駅）＝20,896人
⇒目標値：20,896人 × 0.9 ＝ 18,806人 ⇒端数処理し、19,000人

目標１－③ 65歳以上で週に3日以上外出する人の割合

◇改訂案
＜考え方＞
・アンケート未実施のため目標値は現計画と同水準とする。



２．評価指標及び目標値について 11

新規追加

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

１日あたりの路線バス利用
者数（広電２号線）

標準指標① 広電データ ー ー
6,847人/日
（R4時点）

7,300人/日 毎年

◇改訂案
＜考え方＞
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえ、コロナ前（R1）の9割の水準を目標とする。
＜算出方法＞
・コロナ前R1：（山田線432千人＋永田・ニュータウン線1,551千人＋温品線966千人）÷365日 ＝ 8,079人/日
⇒目標値R10：8,079×0.9 = 7,271人⇒端数処理し、7,300人/日

目標２－③ 交通結節拠点におけるつばきバスの乗降割合 データ更新

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

交通結節拠点におけるつ
ばきバスの乗降割合

ー データ連携基盤 34％ 39％
37.7％

(R4時点)
40％ 毎年

◇改訂案
＜考え方＞
・つばきバス利用者増加目標の割合と同程度、交通結節拠点※のバス停利用者が増加することを目指す。
＜算定方法＞
・増加率：130,000（目標値）÷122,217人（R4）＝106.4%
・拠点乗降率37.7%（R4時点）×106.4＝40.1%≒40%

向洋地区 ・向洋駅前バス停

天神川・イオン
モール地区

・イオンモール広島府中バス停
・天神川駅北バス停

目標２－② 路線バスの利用者数



２．評価指標及び目標値について 12

データ更新

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

路線バスの定時性に不満
を持っている利用者の割
合

ー
住民アンケート
調査

31％ 28％ 評価なし 28％
中間(R7)
最終(R10)

◇改訂案
＜考え方＞
・アンケート未実施のため目標値は現計画と同水準とする。

目標３－① 年間利用者数（つばきバス） データ更新

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

年間利用者
数

つばきバス 標準指標① 府中町データ 185,471人 200,000人
122,217人
（R4時点）

130,000人 毎年

◇改訂案
＜考え方＞
・町内の通勤・通学者のうち自家用車を利用している人のうち3人に1人が、年に3回つばきバスを利用すること
を目指す。
＜算定方法＞
・現況利用者数122,217人（R4）＋通勤・通学者数25,942人（R2国調）×自家用車利用者割合33.7%×1/3 

×3回/年 ＝ 130,959人/年 ⇒端数処理し、130,000人

目標２－④ 路線バスの定時性に不満を持っている利用者の割合



２．評価指標及び目標値について 13

目標３－① 年間利用者数（うぐいす号）
新規追加

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

年間利用者
数

うぐいす号 標準指標① 府中町データ ー ー
4,254人/年
（R5時点）

5,000人/年 毎年

◇改訂案
＜考え方＞（うぐいす号の集計は10月～9月で行う)
・住民1人あたりの利用回数を6.0回/年とすることを目指す
・対象地域の人口5％減少※すると見込む ※R4年3月:894人→ R5年3月:875人（約2%減少）

＜算定方法＞
・現況値R5：4.9回/人・年（4,254回/年÷875人）
・目標値R10：6.0回/人・年×875人×0.95（5%減） ＝4,988人/年 ⇒端数処理し、5,000人

目標３－② 通勤・通学で地域公共交通を利用する人の割合 データ更新

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

通勤・通学で地域公共交
通を利用する人の割合

ー
住民アンケート
調査

34％ 38％ 評価なし 38％
中間(R7)
最終(R10)

◇改訂案
＜考え方＞
・アンケート未実施のため目標値は現計画と同水準とする。



目標３－③ 年間収支率、年間収支差（つばきバス） データ更新

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

年間収支率 つばきバス 標準指標② 府中町データ
28％

(H30時点)
40％

22.5％
（R4時点）

28％ 毎年

年間収支差 つばきバス 標準指標② 府中町データ ー ー 49,683千円 43,000千円 毎年

２．評価指標及び目標値について 14

◇改訂案
＜考え方＞
・つばきバスの利用者数が目標値まで増加した場合に達成される運賃収入増及び、今後取り組む予定としている
車外広告収入を踏まえて設定。広島県からの補助金は含めない。
＜算定方法＞
・現況値R4(122,217人/年)
収支率：収入14,463千円 ÷ 支出64,146千円 ＝ 22.5% （ただし支出には臨時費2,570千円を含む）
収支差：支出64,146千円 ー 収入14,463千円 = 49,683千円

・目標値R10(130,000人/年)
収入=収入(R4)+運賃収入増見込み+車外広告費見込み
支出=H28～R4年度の平均値
収支率＝収入/支出=27.2%⇒H30時点の水準を目指して切り上げ、28％
収支差=支出-収入=43,672千円⇒切り下げ 43,000千円



目標３－③ 年間収支率、年間収支差（うぐいす号） 新規追加

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

年間収支率 うぐいす号 標準指標② 府中町データ ー ー
13.7％

（R4時点）
14％ 毎年

年間収支差 うぐいす号 標準指標② 府中町データ ー ー
4,784千円
（R4時点）

5,350千円 毎年

２．評価指標及び目標値について 15

◇改訂案
＜考え方＞
・目標3-①で設定したうぐいす号の利用者数目標を達成した場合の運行経費、収入を算出(R4.10～R5.9)
・事務費、システム利用料等の経費は維持されると想定し、フィーダー補助金は含まない。
＜算出方法＞
・現況値R5(4,254人/年)
経費：運行経費(運行台数×2000円)+事務費+システム利用料5,542,400円
収入(運賃)：757,100⇒収支率 ＝ 収入/経費 = 13.7%
収支差：経費-収入 = 5,542,000-757,100 = 4,784,900円 ≒ 4,784千円

・目標値R10(5,000人/年)
経費：運行経費(利用者数増→運行台数増→運行経費増)+事務費(R4と同値)+システム利用料(R4と同値)
収入：利用者増→運賃増
収支率：収入/経費 = 14.3% ≒ 14%
収支差：経費-収入 = 5,348,455円 ≒ 5,350千円

<参考＞フィーダー補助金を含む収支率（補助金申請額R5)
R5:収入(運賃+フィーダー補助金)/経費 = (757,100+1,972,000)/5,542,000 ≒ 49.2%
R10：収入(運賃+フィーダー補助金(R5と同額の1,972,000円と仮定))/経費 ≒ 45.9%



目標３－④ 公共交通維持に係る公的資金投入額（年間） 新規追加

評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

公共交通維持に係る公的
資金投入額（年間）

標準指標③ 府中町決算書 ー ー
69,688千円

（R4時点）
66,000千円 毎年

２．評価指標及び目標値について 16

◇改訂案
＜考え方＞
・行政が主体となって運行するつばきバス及びうぐいす号に係る行政負担の決算額により評価する。
・目標3-③つばきバス及びうぐいす号の利用者数及び収支率の目標値を踏まえ、本項の目標値を算出
＜算出方法＞
・現況値
つばきバス64,146千円 ＋ うぐいす号5,542千円 ＝ 69,688千円

・目標値
つばきバス60,000千円 ＋ うぐいす号6,242千円 ＝66,242千円 ≒66,000千円
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目標 評価指標 区分 使用データ
現計画 改訂版

評価時期
現況値(R1) 目標値(R7) R5評価 目標値(R10)

目標1：
誰もが「おで
かけ」しやす
い地域公共
交通

地域公共交通の利用しや
すさに対する満足度

住民アンケート
調査

72％ 75％ 評価なし 75％
中間(R7)
最終(R10)

65歳以上で週に3日以上
外出する人の割合

住民アンケート
調査

74％ 80％ 評価なし 80％
中間(R7)
最終(R10)

目標2：
まちの賑わ
いと活力を
促す地域公
共交通

向洋駅と天神川駅の乗車
人員

標準指標① JRデータ 22,435人/日 24,000人/日
16,961人/日

(R3時点)
19,000人/日 毎年

路線バスの利用者数 標準指標① データ連携基盤 ー ー
6,847人/日

(R4時点)
7,300人/日 毎年

交通結節拠点におけるつ
ばきバスの乗降割合

府中町データ 34％ 39％
37.7％

(R4時点)
40％ 毎年

路線バスの定時性に不満
を持っている利用者の割
合

住民アンケート
調査

31％ 28％ 評価なし 28％
中間(R7)
最終(R10)

目標3：
みんなで支
え、未来につ
なぐ地域公
共交通

年間利用者
数

つばきバス 標準指標① 府中町データ 185,471人 200,000人
122,217人
（R4時点）

130,000人 毎年

うぐいす号 標準指標① 府中町データ ー ー
4,254人/年
（R5時点）

5,000人/年 毎年

通勤・通学で地域公共交
通を利用する人の割合

住民アンケート
調査

34％ 38％ 評価なし 38％
中間(R7)
最終(R10)

年間収支率
年間収支差

つばきバス 標準指標②

府中町データ 28％ 40％
22.5％

（R4年度）
28％ 毎年

府中町データ ー ー
49,683千円

(R4年度)
43,000千円 毎年

うぐいす号 標準指標② 府中町データ ー ー

13.7％
（R5時点）

14％ 毎年

4,784千円
（R5時点）

5,350千円 毎年

公共交通維持に係る公的
資金投入額（年間）

標準指標③ 府中町決算資料 ー ー
69.688千円

（R4決算）
66,000千円 毎年

赤字：追加項目 青字：データ更新項目



３．施策展開(第7章)について
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基本的な考え方

・現計画策定後からの取り組み状況や、新たな施策メニューの検討状況などを踏まえ、
必要に応じて見直しないし追記。

・地域公共交通計画として記載が求められている事項について追記。

主な追記・見直し内容

＜施策内容について＞

・うぐいす号の運行開始やつばきバスの見直し内容を踏まえ、今後の展開について記載
内容を見直し

・バスシェルター整備を計画的に進めていくことについて追記

＜計画書必要記載事項について＞

・補助対象系統も含めた目指すネットワーク及びその位置づけ・必要性について追記



【地域公共交通の課題】

〔課題①〕
地域ニーズに応じた

サービスの見直し

〔課題②〕
高齢者の利用に配慮した

地域公共交通の見直し

〔課題③〕
交通拠点の機能強化

〔課題④〕
利用促進と意識喚起による

利用者の確保

〔課題⑤〕
地域公共交通事業の
効率化と持続性の確保

【計画の目標と施策】

誰もが「おでかけ」しやすい地域公共交通目標１

まちの賑わいと活力を促す地域公共交通目標２

みんなで支え、未来につなぐ地域公共交通目標３

施策① 公共交通不便地域等における
地域公共交通サービス水準の向上

施策② 地域ニーズを踏まえた地域公共交通
ネットワークの充実

施策③ 高齢者の外出機会の確保

施策④ 向洋駅周辺の交通結節機能の強化

施策⑤ バスの定時性の改善

施策⑥ バス路線の維持・強化に向けた利用促進

施策⑦ 地域公共交通に係る情報発信の改善

施策⑧ バス停等の利用環境向上

施策⑨ モビリティ・マネジメントの推進

施策⑩ つばきバス運行基盤の安定化

広島で一番 『おでかけ』 しやすいまち
～ 住んでよかった、住んでみたいまちづくり ～

基本方針
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施策体系の主な見直し方針（案）

・うぐいす号の運行について記載

・現計画に記載していたつばきバスの運行見直しは
完了。
⇒今後の展開として、向洋駅への接続検討などにつ
いて記載

・情報発信の施策と利用環境向上の施策に分割
⇒「地域公共交通に係る情報発信の改善」として、バ
スマップ作成等について掲載
⇒「バス停等の利用環境向上」とし、バスシェルター
整備に係る事項を追記

・現計画に記載していたつばきバスの運賃見直しは
完了。
⇒今後の展開として、車外広告やその他の資金調達
策などについて検討することを記載

・新型コロナ等によるバス利用の減少に対し、町内
の重要なNWである広電２号線の維持に向けた取
組みについて追記
⇒周辺市町の施策を参考に、バス利用者増加に向
けた施策を追記

・施策④、⑤、⑨に関しては網計画の施策を引続き
実施するもので内容に変化がないため、今回の資
料には掲載していない。

・令和4年10月に導入した30日間乗り放題パスに
ついて追記
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施策の主な見直し内容（案）

▼施策① 公共交通不便地域における地域公共交通サービスの提供 ▼施策② 地域ニーズを踏まえた地域公共交通ネットワークの充実



施策の主な見直し内容（案）

▼施策③ 高齢者の外出機会の確保
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▼施策⑥ バスネットワークの維持・強化に向けた利用促進
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施策の主な見直し内容（案）

▼施策⑧ バス停等の利用環境向上▼施策⑦ 地域公共交通に係る情報発信の改善
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施策の主な見直し内容（案）

▼施策⑩ つばきバス運行基盤の安定化


